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はじめに 

 本資料は手引とともにポータルサイトにアップロードされます 

 ポータルサイトを利用した受講申込みを推奨しております 

 各種期限を必ず守るようにしてください 

 昨年度との変更点を必ず理解してください 

 スクーリング情報の多くはポータルサイトに掲載されます。ポータルサイト

を利用できるよう環境を整えてください 

日本大学通信教育部ポータルサイト 
https://online.dld.nihon-u.ac.jp/ 

※スマートフォンでもアクセス可能 
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【必読】平成２９年度からの変更点 

 初回の授業はガイダンスのみではありません。授業の概要等を説明した後，

授業を実施します。 

 初回の授業で受講者が多い場合，受講制限をかける場合があります。そのた

め，必ず初回の授業から遅刻せず出席してください。初回授業に出席しな

かった場合，授業を受けることができなくなる場合があります。 
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上記内容を必ず理解したうえで，受講してください。 
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1. 受講までの流れ 

  

日程 手続等 

９月２０日（木） 受講手続説明会 

９月２５日（火） 授業開始（～２０１９年１月２２日（火）まで） 

１０月５日（金） 履修登録・受講登録締切日 

１０月下旬 

受講許可 
 ・ポータルサイト申込者⇒学生メニューより確認 
 ・受講届申込者⇒受講資格審査結果通知書送付 
振込用紙送付 

１０月２６日（金） 受講辞退願提出期限 

１１月２日（金） 受講料振込期限 
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1. 受講までの流れ 

  

手引の表紙に手続日程の詳細

が掲載されています。 
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2. 受講講座の決め方 

最大で１４講座登録が可能（手引Ｐ．１３～） 

時限ごとに被らないように登録 
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2. 受講講座の決め方 

受講制限に気をつける（手引Ｐ．１３～） 
配当学年以上の学年なら申込可能 

『※』の場合は右に記載 

配当学年以外の条件はこちらに記載 

※１科目履修生は入学時に履修申請した科目のみ，登録可能 

※２シラバスに『履修条件』が記載されている場合，条件を満たしてい

ないと登録不可 
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2. 受講講座の決め方 

講座内容（シラバス）について（手引Ｐ．１５～） 

履修条件次第では受講でき

ない場合もあります 

教科書：受講するうえで必須 

参考書：学修効率ＵＰ 
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3. 受講講座の申込方法 

申込みフローチャート 

ポータルサイトで 

『履修登録』 

ポータルサイトで 

『受講登録』 

履修届を提出して 

『履修登録』 

受講届を提出して 

『受講登録』 

※『履修登録』及び『受講登録』のどちらか一つが欠けている場合，昼

間・土曜スクーリングを受講できません 

Ｗｅｂ（推奨） 書面 

登録できているかが一目で確認可能 
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3-1. 受講講座の申込方法－履修登録 

学修を行うには，履修登録が必須となります 

ポータルサイトで 

『履修登録』 

履修届を提出して 

『履修登録』 

• ＰＣやスマートフォンを使用することで， 

 どこでも履修登録が可能 

• 登録後，すぐに確認や修正が可能 

• ＰＣ，スマートフォンを必要としない 

• 登録や修正に時間がかかってしまう 
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3-1-1. 受講講座の申込方法－履修登録（Ｗｅｂ） 

フローチャート（手引Ｐ．１２０～１２１） 

①在学生ログインをクリック 

http://www.dld.nihon-u.ac.jp/ 

②学生メニュー⇒履修登録の順に

クリック 
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3-1-1. 受講講座の申込方法－履修登録（Ｗｅｂ） 

フローチャート（手引Ｐ． １２０～１２１ ） 

③登録したい科目をチェックし，

登録確認ボタンをクリック 

④登録実行ボタンをクリック 



13 

3-1-2. 受講講座の申込方法－履修登録（書面） ※非推奨 

提出方法（手引Ｐ．１２２～１２３） 
学生番号，氏名，科目コード，科目名を正しく記入する 

書き損じ，削除の場合は二重線または修正液等で消す 
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3-2. 受講講座の申込方法－受講登録 

スクーリングを受講するには，受講登録が必須となります 

ポータルサイトで 

『受講登録』 

受講届を提出して 

『受講登録』 

• ＰＣやスマートフォンを使用することで， 

 どこでも受講登録が可能 

• 登録後，すぐに確認や修正が可能 

• ＰＣ，スマートフォンを必要としない 

• 登録や修正に時間がかかってしまう 

※どちらの場合も，前提として履修登録が必須となります 
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3-2-1. 受講講座の申込方法－受講登録（Ｗｅｂ） 

フローチャート（手引Ｐ．１２３～１２４） 

①在学生ログインをクリック 

http://www.dld.nihon-u.ac.jp/ 

②学生メニュー⇒スクーリング授

業申請・取消の順にクリック 
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3-2-1. 受講講座の申込方法－受講登録（Ｗｅｂ） 

フローチャート（手引Ｐ．１２３～１２４） 

③登録したい科目をチェックし，

登録確認ボタンをクリック 

④登録実行ボタンをクリック 

昼間・土曜スクーリングは併用方式で受講できません 

※履修登録を行っていない科目は，③の画面に表示されません 
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3-2-2. 受講講座の申込方法－受講登録（書面） ※非推奨 

提出方法（手引Ｐ．１２５～１２６） 

学生番号，氏名，受講したい講座

の『曜日・時限・講座コード・講

座名・充当科目コード』を正しく

記入する 

充当科目が複数ある場合は，修得

したい科目コードを記入する 
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3-2-3. 受講講座の申込方法－受講登録（書面での講座変更） ※非推奨 

変更方法（手引Ｐ．１２７） 

注意点 

• 提出期限 

 １０月５日（金）事務取扱時間内必着 

 （窓口の場合は午後６時まで） 

• 記入漏れ，不備がある場合変更ができない

ことがあります 

• Ｗｅｂで変更する場合は提出不要です 
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4. 辞退手続き 

辞退方法（手引Ｐ．１３０） 

注意点 

• 提出期限 

 １０月２６日（金）事務取扱時間内必着 

 （窓口の場合は午後６時まで） 

• 記入漏れ，不備がある場合辞退ができない

ことがあります 

• 書面右上記載の『併せて提出するもの』を

必ず用意してください 
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5. 受講料の納入 

納入について（手引Ｐ．１３１） 

１０月１９日（金） 

振込用紙発送予定 

１１月２日（金） 

受講料納入期限 

※振込用紙発送予定日から５日以上経過しても届

かない場合は会計課へ連絡すること 

※今回から，ＡＴＭ，ネットバンキングでの納入

も可能になりました 

受講料 １講座１０，０００円 

※情報概論のみ１３，０００円（コンピュータ実習料含む） 
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6. 教材の入手 

『配本申請』 

『教材購入』 

• ポータルサイトから申請可能 

• 通信教育教材のみ 

• 無償 

• ポータルサイトから様式のみ作成可能 

• 通信教育教材，丸沼書店（市販本）どちらも購入可能 

 （様式は教材の種類によって異なります） 

• 有償 

教材の入手方法（手引Ｐ．１３４～１３５） 
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6-1-1. 教材の入手（配本申請） 

通信教育教材の入手方法（手引Ｐ．１３４～１３５） 

配本申請（通信教育教材） 

• 通信教育教材のみ配本申請が可能 

• 最大３２単位まで無償で教科書を手に入れることができる 

• ポータルサイトから申請可能（問い合わせ先：研究事務課） 

• 申請回数は２回まで 

 例）１回目で３２単位分           ⇒ 合計３２単位以内なのでＯＫ 

   １回目で１０単位分，２回目で２２単位分 ⇒ 合計３２単位以内なのでＯＫ 

   １回目で２０単位分，２回目で１６単位分 ⇒ 合計３２単位超過のためＮＧ 

• 教材の到着は申込み後，１週間程度 

通材 
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6-1-2. 教材の入手（教材購入願） 

通信教育教材の入手方法（手引Ｐ．１３４～１３５） 

教材購入願（通信教育教材） 

• 通信教育教材のみ購入が可能 

• 単位数，申請回数の制限なく有償で教科書を手に入れることができる 

• ポータルサイトから申請用の書面作成が可能（手続きは窓口，郵送のみ） 

• 教材の到着は申込み後，１週間程度 

通材 
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6-2. 教材の入手（教材購入用紙） 

市販本の入手方法（手引Ｐ．１３４～１３５） 

教材購入用紙（市販本） 

• 単位数，申請回数の制限なく有償で教科書を手に入れることができる 

• 手引巻末の『教材購入用紙（丸沼書店用）』を使用する 

 （手続きは水道橋の丸沼書店に直接行くか，郵送で行う） 

• 教材の到着は申込み後，１週間程度 

丸沼 
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7. その他注意点 

試験について（手引Ｐ．１１０～１１９） 

• 原則として最終日に実施されます 

• 「追試験」や「再試験」制度はありません 

他のスクーリングを受講する場合の留意点（手引Ｐ．５） 

• 開講日程が重複しないように気を付けること 

• 地方スクーリングを受講する場合，移動時間等を考慮すること 

教育実習及び介護等体験による授業欠席（手引Ｐ．１１８） 

• 所定の『欠席届』を教務課窓口にて配付しますので，申し出てください 

• 上記以外の理由による欠席届はありません。また，教務課への事前連絡も不要です 

 例）就職活動等の理由による欠席届の希望 ⇒ ＮＧ 

   体調不良による欠席の連絡 ⇒ ＮＧ 
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7. その他注意点 

オープン受講（手引Ｐ．１３７） 

• 既に修得済みの科目を再度受講可能 

 ※現学籍で修得した科目に限ります 

• 成績には反映されません 

• 申込みは書面のみ 

ポータルサイトの利用 

• 履修登録，受講登録 

• 配本申請，教材購入 

• 休講情報等のお知らせ 

• 手引の閲覧 

• バーコードシールの印刷（ＰＣ版のみ） 

• 各種申請書の雛型 
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１. 快適な学生生活を送るために 

通信教育部では， 

たくさんの学生が学んでいます。 

マナーを守り，お互いが気持ちよく

学生生活を送れるよう，心がけま

しょう。 
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２. コンピュータ実習室の利用について 

対象者 

• 通信教育部在学生（教職生，科目履修生含む） 

登録料 

• １,０００円  ※２階学生課窓口にてお申込みください。 

開室時間 

• 場所  ４階コンピュータ実習室（４２講堂） 

• 曜日  月曜日～金曜日 

• 時間  １０：００～１６：００（曜日により時間の変更あり） 

その他注意事項 
• 前期，後期ごとに申込みが必要です。 

• プリンターは使用できません。 

• 土日，祝日は利用できません。 
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３. 通学定期券の購入について 

通学定期券は，スクーリング受講を
目的として，通学する場合に限り，
購入できます。 

対象者：正科生のみ 
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３. 通学定期券の購入について 

氏名 学生番号 

現住所 

①各欄をボールペン等の消えないペンで記入。 

②「通学区間」欄は，定期券が２枚の場合は，２行に分けて記入。 
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３. 通学定期券の購入について 

氏名 学生番号 

現住所 

学生課にて
「在籍確認」
印の押印を受
けてください。 

「在籍確認」印を受けた学生証を，駅窓口にて提示し， 

購入してください。 
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３. 通学定期券の購入について 

必要事項を記入の上，学生課に提出してください。 
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３. 通学定期券の購入について 

対象区間 

• 自宅（又は滞在先）の最寄駅から，市ヶ谷駅までの最短経路 

通信教育部市ヶ谷キャンパス最寄駅 

• JR中央・総武線 市ヶ谷駅 

• 都営新宿線 市ヶ谷駅 

• 東京メトロ有楽町線，南北線 市ヶ谷駅 
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３. 通学定期券の購入について 

禁止事項 

•通学定期券の不正使用が発覚すると，鉄道会社等の営業規則に基づき，定期

運賃の数倍の罰則金等が科せられます。また，大学自体にも通学定期券発行

の指定から外され，他の学生に多大な迷惑をかけることになります 

不正使用の例 

•住所及び通学区間を偽る 

•他人に譲渡・貸与する 

•記名人以外が使用する 

•その他，不正に使用する 

その他注意事項 

•通学区間が変更となった場合や，年度内に「通学定期乗車券発行控」欄が不足
となった場合はすみやかに，学生課まで届け出てください。 

•「在籍確認」印は，年度内に限り有効です。 
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３. 通学定期券の購入について 

通学定期券購入のための手続会場 

•平成３０年度後期入学生 

•平成２９年度以前入学の後期生（ただし，学生証更新済の方） 

•昼間スクーリング（後期）から受講する前期生 

対象者 

会場・時間 

•会場  ８階８２講堂 

•時間  11：30～13：00 ， 14：30～16：00 
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ご清聴ありがとうございました 


